
案件 担当部 出 席 者

1 警 務 部

2 地 域 部

3 交 通 部

案件 担当部 出 席 者

1 決裁 総 務 部
公 安 委 員 会
執 務 官

2 決裁 住民サービス課長

3 報告 首 席 監 察 官

4 裁決 訟 務 官

5 報告

6 通報

7 報告 外 事 課 長

8 決定 総 務 部
首 席 聴 聞 官
聴 聞 官

苦情の調査結果（２件）

警 備 部

警 務 部

警 備 総 務 課 長

重要施設の周辺地域の上空における小型無人機等の
飛行の禁止に関する法律に基づく対象施設の指定

運転免許取消処分に対する審査請求(４件)

監察案件

聴聞等の実施結果・決定 　　66件

国際連合安全保障理事会決議第千二百六十七号等を
踏まえて我が国が実施する国際テロリストの財産の
凍結等に関する特別措置法（国際テロリスト財産凍
結法）等の一部改正

対象重要施設における小型無人機等の飛行に関する
公安委員会への通報

定　例　公　安　委　員　会

日　時：令和５年10月５日　　９時00分～11時30分

出席委員：河合委員長・藤森委員・柘植委員・那須委員・中尾委員

１　全体審議（公安委員会会議室）

 件　　　　　名

本 部 長

総 務 部 長

警 務 部 長

生 活 安 全 部 長

地 域 部 長

刑 事 部 長

交 通 部 長

警 備 部 長

名古屋市警察部長

情 報 通 信 部 長

警 察 学 校 長

報告

公安委員会宛文書等の受理（32件）

２　個別審議（公安委員執務室）

件　　　　　名　　　

30年勤続警察職員表彰式の実施

交通事故発生状況（令和５年９月末）

コミュニケーション支援ボード贈呈式の開催



議事の概要

１ 全体審議

(1) 警務部

30年勤続警察職員表彰式の実施

警務部長から、

30年勤続警察職員表彰式の実施

について報告があった。

(2) 地域部

コミュニケーション支援ボード贈呈式の開催

地域部長から、

言語によるコミュニケーションに困難のある障害者や外国人等との意

思疎通に役立つコミュニケーション支援ボード贈呈式の開催

について報告があった。

委員から、

「障害者向けにも、このようにイラストで表示されていることは重要

であると思う。」

旨の発言があった。

(3) 交通部

交通事故発生状況（令和５年９月末）

交通部長から、

「交通事故死者数は、９月中13人で、前年同期比プラス６人であった。

９月中の交通死亡事故の主な特徴としては、



○ 高齢者が多発

○ 自転車が多発

○ 交差点内で多発

であり、10月中の主な取組は、

○ 抑止の柱『高齢者・歩行者・自転車・交差点』対策の推進

○ 年末の交通事故抑止に向けた歩行者対策「奪うな命～セーフテ

ィ愛知2023～」の実施

○ 夕暮れ時における高齢歩行者の交通事故抑止の推進

○ 列車内及び駅構内における広報啓発活動の実施

○ 乱横断の禁止を呼び掛けるチラシを活用した広報啓発の実施

○ 白バイの運用

等である。」

旨の報告があった。

委員から、

「９月中の死亡事故が、抑止の柱として対策を推進している高齢者や

自転車等に全て当てはまることは、残念に思う。特効薬はないが、運転

者だけでなく、自転車や歩行者等を含めた全ての方に気をつけてもらう

ような知恵を絞っていくことが大切だと思う。引き続き、幅広い対策を

お願いする。」

旨の発言があった。

２ 個別審議

(1) 公安委員会宛文書等の受理（32件）

公安委員会執務官から、

９月29日までに届いた公安委員会宛の文書等32件

について説明があり、決裁した。

(2) 苦情の調査結果（２件）

住民サービス課長から、公安委員会宛ての「警察官の言動に関する苦

情」等２件について、



調査結果の報告並びに申出者に対する通知文案の提示及び説明

があり、いずれも原案どおり決裁した。

(3) 監察案件

首席監察官から、

監察案件

について報告があった。

(4) 運転免許取消処分に対する審査請求（４件）

訟務官から、運転免許取消処分に対する審査請求について、

請求内容の説明並びに裁決書案の提示及び説明

があり、いずれも原案どおり裁決した。

(5) 重要施設の周辺地域の上空における小型無人機等の飛行の禁止に関する法

律に基づく対象施設の指定

警備総務課長から、

「『重要施設の周辺地域の上空における小型無人機等の飛行の禁止に

関する法律』に基づき、小型無人機等の飛行禁止区域において、当県に

所在する陸上自衛隊春日井駐屯地、航空自衛隊高蔵寺分屯基地飛地地区、

航空自衛隊小牧基地笠原訓練場及びその周辺おおむね300メートルの上

空が追加指定された。」

旨の報告があった。

(6) 対象重要施設における小型無人機等の飛行に関する公安委員会への通報

警備総務課長から、

対象重要施設における小型無人機等の飛行

について通報があった。



(7) 国際連合安全保障理事会決議第千二百六十七号等を踏まえて我が国が実施

する国際テロリストの財産の凍結等に関する特別措置法（国際テロリスト財

産凍結法）等の一部改正

外事課長から、

国際連合安全保障理事会決議第千二百六十七号等を踏まえて我が国が

実施する国際テロリストの財産の凍結等に関する特別措置法（国際テロ

リストの財産凍結法）等の一部改正

について報告があった。

(8) 聴聞等の実施結果・決定

首席聴聞官及び聴聞官から、

○ 運転免許取消処分等に関する意見の聴取等結果 65件

○ 風俗営業等の営業停止処分に関する聴聞結果 １件

について説明があり、行政処分を決定した。

















案件 担当部 出 席 者

1 総 務 部

2 地 域 部

3

4

5 交 通 部

6 警 備 部

7 警 務 部

案件 担当部 出 席 者

1 決裁

2 決裁

3 決裁

4 報告

5 報告 生活安全部 人身安全対策課長

6 決裁 刑 事 部 捜 査 第 四 課 長

7 決定 総 務 部 首 席 聴 聞 官聴聞等の実施結果・決定 　　59件

２　個別審議（公安委員執務室）

件　　　　　名　　　

主要事件の検挙

刑 事 部

愛知県監査委員等による令和６年定期監査の実施

総 務 部

暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律に
基づく賞揚等禁止命令の取消し等について

公 安 委 員 会
執 務 官

令和５年愛知県監査委員による定期監査の結果に対
する措置状況

激励の上申

ストーカー行為等の規制等に関する法律に基づく命
令等の実施結果

公安委員会宛文書等の受理（９件）

監 査 官

令和５年度警察消防殉職者慰霊祭の挙行　　　　

報告

本 部 長

総 務 部 長

警 務 部 長

生 活 安 全 部 長

地 域 部 長

刑 事 部 長

交 通 部 長

警 備 部 長

名古屋市警察部長

情 報 通 信 部 長

警 察 学 校 長
11月の行事予定［書面報告］

ハロウィンに伴う雑踏警備の実施

秩父宮賜杯第55回全日本大学駅伝対校選手権大会開
催に伴う交通対策及び雑踏警備の実施

刑法犯の認知・検挙状況（令和５年９月末）

「第24回日韓中三カ国環境大臣会合」をめぐる動向
と警察措置

定　例　公　安　委　員　会

日　時：令和５年10月19日　　９時00分～11時15分

出席委員：河合委員長・藤森委員・柘植委員・那須委員・中尾委員

１　全体審議（公安委員会会議室）

 件　　　　　名



議事の概要

１ 全体審議

(1) 総務部

令和５年度警察消防殉職者慰霊祭の挙行

総務部長から、

「11月６日（月）午後２時00分から、名古屋市公会堂大ホールにおい

て、警察消防殉職者慰霊祭を挙行する。」

旨の報告があった。

(2) 地域部

ハロウィンに伴う雑踏警備の実施

地域部長から、

「近年、ハロウィンは若者を中心として大きなイベントとなっている。

本年は、アフターコロナに伴い、昨年以上の人出が予想されることから、

雑踏事故等の未然防止に万全を期すべく、10月28日（土）、29日（日）、

31日（火）の３日間、雑踏警備を実施する。」

旨の報告があった。

委員から、

「コロナ感染が落ち着いたこともあり、多くの人が集まることが予想

されるが、事故等に備えてしっかりと対応していただきたい。」

旨の発言があった。

(3) 刑事部

ア 刑法犯の認知・検挙状況（令和５年９月末）



刑事部長から、令和５年９月末時点での刑法犯の認知・検挙状況（前

年同期との比較）について、

「〇 刑法犯の認知件数は34,699件で、4,594件増加した

〇 刑法犯の検挙件数は11,382件で、972件増加した

〇 刑法犯の検挙率は32.8パーセントで、1.8ポイント減少した

〇 刑法犯の検挙人員は9,017人で、665人増加した

〇 重要窃盗犯の認知件数は2,866件で、309件増加した

〇 重要窃盗犯の検挙件数は831件で、22件減少した

〇 重要窃盗犯の検挙率は29.0パーセントで、4.4ポイント減少

した

〇 重要窃盗犯の検挙人員は316人で、32人増加した

〇 特殊詐欺の認知件数は1,047件で、381件増加した

〇 特殊詐欺の検挙件数は348件で、46件増加した

〇 特殊詐欺の検挙率は33.2パーセントで、12.1ポイント減少した

〇 特殊詐欺の検挙人員は133人で、23人増加した」

旨の報告があった。

イ 主要事件の検挙

刑事部長から、

菓子メーカー等のオンラインショップを狙った組織的詐欺事件の検

挙概要

について報告があった。

(4) 交通部

秩父宮賜杯第55回全日本大学駅伝対校選手権大会開催に伴う交通対策及び

雑踏警備の実施

交通部長から、

「秩父宮賜杯第55回全日本大学駅伝対校選手権大会の開催に伴い、所

用の交通対策及び雑踏警備を実施する。」

旨の説明があった。



委員から、

「長時間にわたり交通規制を実施することから大変であるが、よろし

くお願いしたい。」

旨の発言があった。

(5) 警備部

「第24回日韓中三カ国環境大臣会合」をめぐる動向と警察措置

警備部長から、

「第24回日韓中三カ国環境大臣会合」をめぐる動向と警察措置

について報告があった。

(6) 警務部（書面報告）

11月の行事予定

警務部から、

11月の行事予定

について書面報告があった。

２ 個別審議

(1) 公安委員会宛文書等の受理（９件）

公安委員会執務官から、

10月16日までに届いた公安委員会宛の文書等９件

について説明があり、決裁した。

(2) 激励の上申

公安委員会執務官から、



行政書士らによる詐欺・戸籍法違反等事件合同捜査本部

に対する激励の上申について説明があり、決裁した。

(3) 令和５年愛知県監査委員による定期監査の結果に対する措置状況

監査官から、

令和５年愛知県監査委員による定期監査の結果に対する措置状況

について説明があり、決裁した。

(4) 愛知県監査委員等による令和６年定期監査の実施

監査官から、

愛知県監査委員等による令和６年定期監査の実施

について報告があった。

(5) ストーカー行為等の規制等に関する法律に基づく命令等の実施結果

人身安全対策課長から、ストーカー行為等の規制等に関する法律に基づ

く命令等の実施について、

「令和５年９月中は、面会要求、粗野乱暴等を理由に３件の緊急禁止

命令等を実施した。また、面会要求、押し掛け等を理由に11件の警告を

実施した。」

旨の報告があった。

(6) 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律に基づく賞揚等禁止命令

の取消し等について

捜査第四課長から、

暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律に基づく賞揚等禁止

命令の取消し等

について説明があり、決裁した。



(7) 聴聞等の実施結果・決定

首席聴聞官から、

運転免許取消処分等に関する意見の聴取等結果 59件

について説明があり、行政処分を決定した。
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